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01 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開の工夫点や課題

機械設計1
第5章 軸とその部品

単列深溝玉軸受の設計

対象クラス

Mouse Pro
Google Classroom

Excel
機械科3年 (36名)

実施科目 ICT機器



01 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開の工夫点や課題

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単列深溝玉軸受の設計に必要な
寸法を問題文から読み取ることが
できる。
計算結果から適切な部品寸法、

系列記号を表から選定することが
できる。

計算結果によって導き出した基
本動定格荷重やdn値、内径からど
のような関係性があるのか考察す
ることができる。

観点 A B C

知・技
正しい計算結果を導き出せ、
適切な数値を表から選定す
ることができる。

正しい計算結果を導き出せ
るが、適切な数値を表から
選定することができない。

設計に必要な寸法を問題文か
ら読み取ることができない。

思・判・表
計算結果を比較して、安全
に使用するために必要な事
柄を考察することができる。

計算結果を比較して、関係
性について考察することが
できる。

計算結果から、考察すること
ができない。

評価規準

ル－ブリック評価表



01 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開の工夫点や課題

授業プリントを配布し、ICT機器で投影し
ながら授業を進める。

ダウンロードの手順、データの使用方法、
考察のヒントを提示し、作業を行う。

本時のまとめを行う。
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01 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開の工夫点や課題

作業に個人差があり、何をして良いか困っている生徒がいた。

Excelの活用によって、生徒が積極的に授業に参加していた。

時間を区切り、全体への指示を確実に行う。

生徒間の交流・発表の機会が少なかった。

作業手順を明確化し、円滑な授業展開が行えた。

考察する際のヒントや解答例を提示し、生徒の理解度を高めた。
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02 目標に応じた評価を行うためにはどのような学習活動が適切であるか

思考・判断・表現

●グループ学習
●レポート
●発表

主体的に学習に取り組む態度

●取り組み姿勢
●ノート内容
●活動の振り返り

知識・技能

●考査
●小テスト
●プリント学習

教科によっては実験など、
教科の特性に合わせた評価

生徒一人ひとりを細やかに
観察することが求められる

考査だけに偏らない多様な
評価方法を用いる
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03 評価の結果を評定に落とし込む方法

①

①評価の配分点：
３観点の点数配分を入力。
ただし、１観点あたり３０点～３５点とし、
３観点の合計が１００点となるように。②

②「考査以外」、「考査」による配点：
それぞれの配点が、①で決定した各
観点の評価の配分点となるように。
②の合計が１００点になること。

③

③点数割合：
「知識・技能」、「思考・判断・表現」の
配点の合計が１００点となるように。

※入力値が正確でないとNG表記が出る



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

単元①「○○」

評価の観点

評 価 項 目

計

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①

確
認
テ
ス
ト
①

確
認
テ
ス
ト
②

確
認
テ
ス
ト
③

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②

確
認
テ
ス
ト
④

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④

知識・技能
Ｃ
１点

ー
Ｂ
２点

Ａ
３点

６点
（平均２点）

Ｂ

思考・判断・表現 ー
Ｂ
２点

Ｂ
２点

4点
（平均２点）

Ｂ

主体的に学習に取
り組む態度

Ａ
３点

Ａ
３点

６点
（平均３点）

Ａ

Ａ：３点
Ｂ：２点
Ｃ：１点
N/A：０点

Ａ：2.5＜平均値
Ｂ：1.5≦平均値≦2.5
Ｃ： 平均値＜1.5



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

（考査を実施する科目）

評価の観点

考査以外 考査 期末評価

単
元
①

単
元
②

小
計

得
点
率
（
四
捨
五
入
）

換
算
値
（
四
捨
五
入
）

定
期
考
査
①

定
期
考
査
②

得
点
率
（
四
捨
五
入
）

換
算
値
（
四
捨
五
入
）

合
計

観
点
別
評
価

評
点
（
四
捨
五
入
）

参
考
評
定

知識・技能
Ｂ
2点

Ａ
3点

5
／
6
83%

8.3
点

55点／
満点60点

65点／
満点80点

86% 21.5点
29.8
点

Ａ
(85%)

思考・判断・表現
Ｂ
2点

Ｂ
2点

4
／
6
67%

6.7
点

15点／
満点40点

10点／
満点20点

42% 10.5点
17.2
点

Ｃ
(49％)

主体的に学習に取り組
む態度

Ａ
3点

Ｂ
2点

5
／
6
83%

24.9
点

ー ー ー ー
24.9
点

Ａ
(83%)

Ａ：3点
Ｂ：2点
Ｃ：1点

合計値／配点
Ａ：下限80％

を越え
Ｂ：下限50％

以上



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

生徒氏名を入力
(名列表等からコピー可能にしておくと便利)



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

③単元内の各評価場面における評価を入力。ただし、欠席や未提出等により
「評価できない」場合は「Ｎ／Ａ」を選択する。

※評価項目及び備考欄は教科担任の記録として自由記入可。

①１つの単元内で１５回評価
できるだけの枠がある。

②単元別評価シートが１０単元
分用意してある。



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

各生徒の素点を｢知識・技能｣、
｢思考・判断・表現｣で分けて入力。



03 評価の結果を評定に落とし込む方法

総括表シートでは、ここまで入力した値がすべて反映されて自動計算される。

総括された観点別評価（ＡＢＣ）や参考評定において、整合性があるか確認する。



各観点の組合せ 10段階 5段階

A3 10 or 9 5

A2,B1 9 or 8 5 or 4

A1,B2 8 or 7 4

A2,C1 8 or 7 4

A1,B1,C1 6 or 5 or 4 3

B3 6 or 5 or 4 3

B2,C1 5 or 4 3

A1,C2 4 or 3 3 or 2

B1,C2 3 or 2 2

C3 2 or 1 2 or 1

評点 参考評定

100~94 10

93~87 9

86~80 8

79~73 7

72~63 6

62~51 5

50~44 4

43~35 3

34~30 2

29~0 1

03 評価の結果を評定に落とし込む方法
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04 評価における課題点の考察

課題 改善

「主体的に学習に取り組む態度」の
評価が難しい

評価基準の明確化

振り返りシートなど活動の記録を
残し、生徒全員を把握する

教員の業務量増加

ルーブリック評価表を事前に準備

業務の削減、教員の配置


